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ソンクラ王子大学便り

��

沢田秀穂(元所員

現タイ国ソンクラ王予大学総長顧間)

天の恵みと数多くの方々のお力とによってタイ国バ

ンコク以南唯一の大学であるソンクラ王子大学に地質

学並に之に関係する諸学及び技術についての研究･調査

･訓練機関を設立する計画(以下PSUGIと略称)は1976

年8月タイ側職員と筆者とのハジャイ到着を以て遂に

現地における実施の域に達した.この間の経緯の詳細

はいずれ目下準備中のPSUGI第一年度年報においての

べさせて頂くこととしてここにはその設立趣旨などを

簡単に記させていただこう.

タイ国在住10余年バンコクにある某国立大学での5

年の経験からして本当の地質技師と地質調査･研究の

成果とが皆無に近いこの国の現状を改めるには既設の

この方面の教育･調査･毎究機関には何も期待すべきで

はないという筆者の結論とこれに対する一つの構想と

は当時の日本の海外技術協力事業団バンコク事務所の

宮本所長のお骨折でソンクラ王子大学の当時の総長サ

ワット博士に1973年夏伝えられここにPSUGIの胎動

が始った.この計画は地質の調査･研究をたのしみ

タイ国民全体ひいては人類全体が自然との調和にお

いて真に幸福な生活をおくることのために自分の仕事

をどうして身をささげようとするこの分野の専門家を少

数でもよいから作りだそうとするものである.そして

その方法として同じ様な考えをもちこの国の人々全

体のためつくそうとされる人柄のよく高い識見と深い

体験とをもつ方々とこの国の若くて純真人柄がよく

学的能力の大きいそして自分のためではなく他の人

々全体のためにつくすことに喜びを感ずるこの国の地

質の大学卒業生とが一つのチｰムをつくり先生と学生

という立場でなく同じチｰムのリｰダ』とメンバｰと

してこの国の野外と室内とにおいてごく簡単た機械を

使うことから始って自分たちを実際的柱野外･室内の

作業を通じて鍛えあげてゆこうとするものである.
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この機関には教授も学生もなく博士号も修士号も修

業証明書すらもださない性質のものである.片々たる

証明書よりも我々の成果カミ公表され世界中に送られ

るものこそが世の人々の役にたち我々の仕事に対す

る評価の資料となるものと考えられる.博士号や修士

号は足跡のごときもので我々の仕事の結果そういうも

のが生ずるのであり我々はけして足跡をつくるために

歩くのではないということをはっきりさせるのもこ

の機関の一つの仕事と思われる.幸い日本政府一国際

協力事業団により筆者が1976年8月からこの計画に従

事するようソンクラ王子大学総長の顧問として派遣され

大学側も総長はすでに交替したが引つづき全力をあげて

この計画を育てあげようとしている.現在目本学士

院会員･東京大学名誉教授小林貞一博士前国連アジア

海域鉱産資源探査会局長李慶遠博士西独地質天然資源

局長官教授F.B酬D醐博士豪州鉱産資源地質地球物

理局長L･C･N0AKEs博士及び米国地質調査所海外地質

部長J･んREI胴MUm博士の5氏がこの機関の名誉顧

問と狂って下さっている.又専門家として近い将来

日本･カナダ･ニュジｰランドからもこの機関に参加予

定の方々も多い.世界でも類例の少いと思われるこの

計画が日本はじめ世界各国の多くの方々のますますの�
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お力ぞえとお導きとを頂いて発展しこの国の人人全体

さらには人類全体の真の幸福のため役だっていくことこ

そ願わしい､

さてこの機関の仕事の一つとして考えられているもの

に機関所在地のハジャイ市から約60km車で1時間

たらずの所に国境をもつマレｰシアの諸機関との緊密な

協力がある.筆者たちが現地到着後間もなく1976年

10月マレｰシア地質学会によって同年12月10目イポｰで

開かれる予定の｢南支那海とその大陸縁辺部の地質｣に

関する討論会へのお招きを頂き更に同月つづいてマレ

ｰシア地質調査所々長C則蝸,SooiKeong氏からも同

所を訪問し視察･意見の交換をなす様との招待を受けた.

この二つの機関のお招きによる筆者たちの旅行は1976

年12月9-15目の1週間にわたって実施され上記の初

めの目的の他マレｰシア地質学会の野外見学に参加

イボ』周辺の鉱山･工場を訪れ又地質調査所が特に我

我のために日程の変更までして下さった同所の上級所員

会議のオブザｰバｰたることを許されもした.更に熱

帯の高高度地域利用の一例たるカメ回ン高地を見学し

更にペナン島にあるマレｰシア理科大学をも訪れること

ができた.この旅行中に所見を伺い意見を交換しえた

方々は43人に上り今後のPSUGIの事業進展について

大きく力になって頂けるものと思われる.

マレ』シア地質学会の討論会に出された論文は表1に

又マレｰシア地質調査所上級所員会議に出されたものは

表2に示してある･これらはそのp工ep工int等により

PSUGIの報告書中に各機関のお許しをえて再録近々

中に出版の予定である.

地質調査所の施設等の見学は時間が少なかったため十

分ではなかったが前回筆者拝見時に比べて飛躍的に充

実し所員も亦英人所長の下にあった前回とは全く異

る活気溢れる環境を作りだしている様に思われた.人

種的宗教的異和が少しでもありとせぱこれをのりこえて

若い所員が一致団結国民全体のために益々活躍される

ことを祈る思いであった.

地質学会の見学は時間の都合で筆者は調査所の会議に

出タイ職員と筆者の妻とがこれに参加さ世て頂いた.

見学先のBEHMin･ra1sはマレｰシア半島部最北端の

ベラク州にあり錫鉱山の尾鉱の分離を行匁うこの国最

大工場の一つといわれる.鉱物分離用の各種設備がみ

られるがタイ職員にとって印象深かったのはその設

備が取扱うのに最も適当た大きさのものであったことだ

という.分離される鉱物はモナズ石ジルコンチタ

ン鉄鉱ゼノタイム錫石その他の重鉱物でモナズ

表1:1976年12月10日マレｰシア地質学会｢南支那海地域と

その大陸縁辺都の地質｣に関する討論会に提出された

報文類

1)T.T.KH00:So㎜easpectsof出eRecen“口P口1auTiom舳;

2)J･K･Rム』:Interpretationofcoasta1sedime鮎move㎜ent,

eastcoast,peninsulaτMalaysiausingLANDSAT1(ERTS

�業慧敲礻

3)B-C.BATc亘肌0R:Studies三n1ateCenozoic畠虹atigraphyin

paτtsofSunda1andasanaidto庄inp1acerexploration

incoasta1加do伍sho正e虹eas;

4)S,B.TAN:Somegeoche㎜icalstudie30fso量一,1〕eachand

sea{1oo■sedi㎜entsof出ePu1auAur-PuI如Pe㎜anggi1-

PulauTiom舳a■ea;

5)K.CAN鵬ムN:Stanniferous砥五niteandgamet缶｡加a

horn壬e1sicskarnrock缶｡-npe1epahKanan工nil=ies,Kota

Tinggi,p㎝ins口1冊Malay曲;

6.1)E.H.YINandP.C.Aw:Gag舳groupandTe㎜beling

fOrmatiOn-aτe出eyuOCOnfOrmable?;

6.2)F.Lyムp:Abriefrev三ewo壬出e咽d…oisotopedataand

the五r辻nplication8forthe口pPerMeso昆｡icinpen五ngu1ar

���楡�

&3)Y,K.SHU:Descripセionof出efoldstmcturespresentin

出eupperMesozoicsedi㎜entsbasedonphotogeology;

7)S.P.LINanaT.TKHoo:Stmc触reand皿etamorphigm

of出eTakuScbigtsandadjacentrocks三ntheManekUrai

鮒ea,Ke1antan;

8)H.D.TJIム:Structurals蚊1eo{出eeastco鯛to{penin-

獵������

9)L.S.Yムp:StmcturesofTanjungGe1ang,Pahang;

10)B.K.丁州:T㏄tonicdevelop鵬ntofpeninsu1肛Malaysia;

11)P･J･C･RYム皿:G肥vitytraverseofp㎝insu1arMa1aysia･

prelimi口ary肥su1ts;

�������ぎ����浥�潦卡��

13)C.P.LEE:Struct岨alevolutionof出eLabuan町ea,Sabah;

14)A,UNYム,andS.K.LA皿:GeologyoftheLupaτvaney,

卡牡睡�

15)P-JAGA富丁亙Asp畑AN:Lowe=Miocenedepositionalenviron一

皿entgofBatuNiaharea,Sarawaた.

表2:1976年12月11日マレｰシア地質調査所上級所員会議に

提出された報文類

��捩�����条���ぎ�������楮卯畴�

�楮慓����敇由景答��慮�慳楮�

2)S.RAJ畑Sena砒:Second趾y㎜inemlizationintheMa阯

so口's1ode,U1uSokorarea,Kelantan-apreliminary

�����

3)LayTE0HHΩck:So㎜easpect冒｡{thegeo1ogyof出e

SungaiTiang蛆ea;

4)P.C.Aw:Imestig飢iono壬8i1三｡asanddeposit8inthe

eastcoastofp㎝insularMa-aysia;

5)RC.Aw:Physicalandchemicalcha閉｡teristic30f曲e

������瀰�瑳潦���慮��
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石は米国チタン鉄鉱は日本へと輸出されている.

次に訪れたMAREC工場は上のBEHMine工a1sの

近くにありゼノタイムからイットリウムを抽出するた

めの新設工場である.現在生産品は大部分英国へ輸出

されているがマレ』シア及びタイの錫砕鉱々床は一般

にかなりのゼノタイム分を含むからこれ等両国におけ

るイットリウム産業は将来重要性をますものと思われる.

ベラク州チェモｰルの大理石工場も訪問されたカミこ

れはイポｰ市の北約50kmにあり石灰岩採石場の中に

ある･労働者は約30人で大部分女性原料は現地及び

イポｰ南方のも一つの採石場の石灰岩と大理石他にイ

タリアから輸入のトラバｰチン(石灰華)がある.

製品としては各種板材瓶ロｰソク立て皿鉢卓

その他がみられ大部分白色黒色で他の色は少ない.

タイの同種工場と比べればタイの方が工場は大きいがイ

ポｰの方が製品の種類が多い.タイには色の数が多い

のであるから製品の種類を多くすることを考えるべき

であろう.マレｰシアでもタイでも一番需要の多いの

は薄板材の建築物装飾用のものである.この工場の大

理石製品は国内向けのみならず諸外国に輸出され輸

出高は毎年増加しつつある.

カメロン高地(又は高原)へは12月12-13目の週末を

利用して旅行した･主枚目的であった熱帯の高々度地

域における農林水産業に関する教育･訓練･実験･研究

機関の見学はかかる機関が存在しなかったりあって

も紹介状を有しないという理由で見学を拒否されたため

所期の目的を達することはできなかったが英国人がか

つてこの地域を支配していた時にどの様にかかる熱帯

高々度地域を活用したかの一端を垣間みることができ

筆者の持論である｢熱帯においては高々度地域を教育

訓練実験研究等のために充分活用すべきである｣と

の説は正しいという確信を増す結果となった.

ペナン島は半島部マレ]シア北酉端に近くインド洋側

に位置する東西20km南北25km程の島で近時観光

地として喧伝され近代的な大ホテルが林立し日本料理

も数ヶ所でえられるという有様である.筆者達の訪れ

たマレｰシア理科大学は島の東岸にあり島の主目ジョ

ｰジタウンに南隣する美しい構内をもつ.

筆者たちの見学したのは同大学の地球物理学科で同

教室の教授Su･endraSIN舶博士が御多忙のところ自ら

説明･案内の労を賜った.

一説によるとマレｰシア政府は半島本土所在の既設二

大学からの地質卒業生だけで現在同国の需要は充され

るとし当大学には地球物理部門のみを学内に設ける

ことを許したといわれる.もしこの政府の地質技師の

需給に関する予測が正しいものとすれば同政府にとっ

て賢明なる施策としてはむしろこの理科大学に研究と

大学卒業者に対する実際的な訓練とのための機関を設置

することではなかったかと思われる.筆者の私見を以

てすれば地質学及びこれに関する諸理学･技術の分野

において活動しようとする理学者や技術者はまず第一

に基礎的な野外地質調査作業(地質図の作成)において

研鐘をつむべきものである.地球物理的あるいは地球

化学的探査･調査法の何れをとってみてもこれはハン

マ』クリノメｰタｰあるいは試錐機等と同様一つの道

具として考えられるべきものであってこれらの方法や

道具を活用せんとするものは理学者にしろ技術者にし

ろ野外地質調査の分野で巨視的並に微視的な基礎的知

識と修練とをつんだものであるべきであるとするが故に

である.

さてマレｰシア理科大学においては物理学部があり

この学部は地球物理学固体物理学生物物理学X

線学及び理論物理学等の諸教室を含む.地球物理学教

室の教員としては現在次の5氏がおられる:

地球物理学専門:PatrickRYA皿博士一カナダ人

:Char1esL,S畑z氏一米国人

:SuエendraSm舶博士一インド人

海洋学専門:Phi1ipPeMARTIN博士一フランス人

気象学専門:I1iasMo肌MAD博士一インド人

RYム皿博士は海洋理学を講じペナン島及びマレ』シア

北西端のランカウィｰ諸島の海域において地球物理的調

査を実施中である.SIN舶博士は1)未凝固堆積物

を電気的方法によって研究中で堆積物の浅部における

電波の速度を知る新方法につき論文二つを作成した

2)浅い堆積物中の屈折作用に関する諸問題を研究中で

また3)マレｰシアの石灰岩小尖峰の重力法による

(小規模における)研究をなしこれには勾配変化度

9radientdi丘erenCeを用いている.

当地球物理学教室の学生の教程では第一年度の学生

は理学一般を学び第二年度では地質学を58時間学ぶ

がこれには地質概論が含まれる.因みに大学より以前

には地質学は学はたい.またこの年度には28時間地

球物理入門を学ぶ｡第二年度には学生は三群に分かれ

1)は単一学科2)は複次学科そして3)は理学

と教育であってこの群の学生は単一学科と教育とを

4か年中に学ぶ.

第三年度の学生の学ぶべきものとしては�
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探査地球物理講義58時間

地球物理概論講義58時間

地球物理デｰタ分析並に解釈の講義

気象学28時間海洋学28時間

及び管理術28時間

58時間

がある.物理学は1年2年3年を通じ学ぶ.野

外実習は地質の野外作業が2年目に数目間地質及び地

球物理について3年目に1週間行荏われる.大学構内

での実習は第2年目と第3年目とに行なわれ地球物

理につき週4時間物理につき週4時間である.

現在のところ教員の34%が外国人1/｡が華系マレｰ

シア人残りの1/3がインド系並にマレｰシア系マレｰシ

ア人でありその質は満足すべきものと考えられている.

学生は国家による大学入学試験に合格することを要し

教育の十分でない学生には1年間先大学訓練が与えられ

る.国家入学試験の後政府が学生を各大学に分配す

るがこれはタイの場合と同様で重大な問題を含むも

のと筆者は考える.なお物理学科全体に関し64ぺ一

ジの入学案内の如きものがあり1.50マレｰシアトルで

一般に頒布されている.

以上の他少しく月おくれの感カミあるがあまり在目目

本人の方々には知られていないこの地域の旅行事情を次

に記したい(1976年12月現在;往復とも陸路経由)

1)入国及び税関:旅行が1週間をこえぬ時はビザは不要.

筆者カミ1977年3月入国の折は事情を述べて国境において2

週間の観光ビザカ茎与えられた.健康証明書(イエロｰカ

ｰド)もタイ居住者には不要であった.税関事務は国境

の何れの側もかなりわずらわしくこれは密輸の多いためと

称される.公式文書により旅行の目的･身分等を明かに

すれば幾分か事務が早く桂るかもしれ恋い.

2)通貨:筆者たちはマレｰシアトル現金のみを使用した.

米ドルの旅行者小切手(T.C.)及び現金(cash)は大方の

ホテルで取扱う.タイ通貨のバｰツは国境の可及びペ

ナン島のジョｰジタウン市においては通用するという.

筆者の機関のある南タイのノ･ジャイ市(HATYAIま

たはHAADYAIと記す)内ではタイのバｰツは容易に

マレｰシアトルにかわり当時の交換率はマレニシアドノレ

を買うのに8.15バｰツいり1マレｰシアトルを売れば

8.05バｰツ炉えられた.

3)宿泊施設:マレｰシア地質調査所の御好意により次の様

狂施設カミえられ若干の値引きも与えられた:

イポｰ市:ホテルフェアモント10KamperRoad中級

ダブルルｰム冷房浴槽付1目16マレｰトル

カメロン高原:プリンセスホテルTan出Rataハンガ1コｰ

風

タプルルｰム浴槽付1目27マレｰトル

シングルルｰム浴槽付1日18マレｰトル

ペナン島ジョｰジタウン市:Hote1Merin最上級

タプルルｰム冷房浴槽付1回60マレｰドル10%引き

54マレｰトル

シングルルｰム冷房浴槽付1目45マレｰドル10%引き

40,5マレｰドル

4)交通:航空路:ノ･チャイｰペナン間マレｰシア航空

週2便タイ国内航空週3便水曜欠便.ノ･チャイと他

のマレｰシア各都市との間には直行便なし.ペナンｰイ

ポｰ間はマレｰシア航空1目3便片道28分間34マレｰ

シアトル

陸路一自動車:ハジャイからはクアラルンプｰル及ぴシン

ガポｰル行バス便添ある.国境でバスをのりかえる時と

直行の時とある様で筆者の場合乗換えを要した.イポｰ

はその途中にあって停車する.ノ･ジャイからの冷房バス

でペナン島ヘフェリｰで渡れるバタワｰス市まで12マレｰ

トノレイホｰまで25マレｰトノレ約8時間半を要しこち

らの希望の様には途中停車がなく又手洗いも付属してい在

かったので年寄の筆者とその妻にはいささか強行軍であ

った.しかしバスそのものと乗務員の努力は十分評価さ

れるべきであろう.切符は小都市ハジャイの市内各所で

容易にえられる.帰路ペナン島のジョｰジタウン市から

ハジャイ市まではあるホテルでえられたノ･イヤｰを利用し

た.冷房ベンツ車で運転手は車の所有者でもありサｰ

ビス運転ともに申し分なくペナン島と本土間のフェリｰ

及び国境事務のための時間を入れて4%時間経費70マレ

ｰドルであって推薦に価する.

陸路一鉄道1列車の時間表はバンコクｰハジャイｰバタ

ワｰズ三都市間の旅行者には便利であるがノ･ジャイｰイ

ポｰ間の旅行には不便であるからこの区間の旅には空路

または陸路(自動車)の方をおすすめする.若く活力あ

る人々はバスを年配の方は空路またはハイヤｰカミよろし

かろう.

イポｰとカメ回ン高原の間にはノ･イヤｰをマレｰシア地質調

査所のお世話で利用したこれも頗るリコメンダブルであった.

所要時間2時間35分35マレｰドル旧式のベンツ.カメ回

ン高原からイポｰへの帰路も同じ車が前日客をクアラルンプｰ

ルヘ送った後約束に遣わずホテルまで迎えにきてくれしかも

値引き交渉たしに同額の車賃であった.この二つのノ･イヤｰ

は読者講氏にお報せする値打カミあると思うので特にここに記

させて頂く:

イポｰ･カメロン高原間:

�敍��牡来��㌳���潮副��灯���

Ipoh:3211.3222;Driver:Mτ.ONNcHAI,CarNo.

���

ペナン島ジョｰジタウン市･ハジャイ市間:

Owner/Driver:Mr.KムmS且ENGKow:Tel.HatYai:

㈴���


